
　

三つの方針（スクール・ポリシー）

育成を目指す資質・能力に関する方針
(グラデュエーション・ポリシー)

～卒業までにこのような資質・能力を育みます～
①　「自律協働」と「師弟同行」の精神を育みます。
②　探究学習で、地域の課題を発見し、その課題を解決する能力を養います。
③　積極的に地域と関わり､自己表現や協調性､コミュニケーションを図る能力を身に付け、地域に貢献する態度を育みます。
④　授業や探究活動をとおして、プレゼンテーション力を育みます。
⑤　自分や地域の未来をデザインする思考力を育みます。

入学者の受入れに関する方針
(アドミッション・ポリシー)

～このような生徒を求めています～
①　目標に向かって日々の努力を惜しまず、果敢に挑んでいく強い心を持った生徒
②　感謝する心を忘れず、他者の心の痛みのわかる豊かな心を持った生徒
③　地域を愛し、地域に学び、地域に貢献しようとする意欲を持った生徒
④　基礎的な知識・技能を持ち、発展的な応用力・表現力の獲得をめざす意欲のある生徒
⑤　自らの可能性を信じ、何事にも積極的にチャレンジをしようとする生徒

教育課程の編成及び実施に関する方針
(カリキュラム・ポリシー)

～上記の資質・能力を育成するため、このような教育活動を行います～
①　選択科目の設定など、多様な進路希望に対応したカリキュラムを編成します。
②　身に付けた確かな知識や技能を活かす力を育てるため、ＩＣＴを活用して分かる授業を行います。
③　地域社会に積極的に貢献する態度を育むため、地域の機関等と連携した教育活動を展開します。
④　地域の機関等から地域社会を取り巻く状況を踏まえた町づくりを学びます。
⑤　探究学習及び教科を横断した活動を活かして、自分の未来をデザインします。

・総合的な探究の時間等において、地域課題解決型キャリア教育を整備する。
・大河津分水、長善館、良寛を教材とした「郷土についての学習」および「人権教
育、同和教育」を通じて、道徳教育を推進する。
・燕市、弥彦村との協働事業を推進し、地域の人づくりに貢献する。
・総合的な探究の時間を活用した、本校ならではの「在り方・生き方」を深める教
育を推進する。
・本校の特色ある教育活動を多くの方に知らせるための広報活動（体験入学、中
学校に対する学校説明、ホームページ、note）を充実させる。

【成果】
○　進路実現（括弧内はR６年度）
　・大学等進学率   　　　　39.3%　（12.5％）
　・専門学校等進学率　   41.1%　（56.3％）
　・就職　　　　　　 　  　　　19.6%　（20.3％）
　　　　　　　　　R7達成率　100％　(R6年度達成率　100％)
○　活動実績　カヌー部
　・北信越総体
　　男子カヤックシングル　予選敗退
　　男子カナディアンシングル　予選敗退
　　男子カヤックペア　レース中止
　　男子カナディアンペア　レース中止
　　男子カナディアンフォア　３位
　　女子カヤックシングル　予選敗退
　　女子カナディアンシングル　200m２位、８位
　　女子カヤックペア　予選敗退
　　女子カヤックフォア　４位
　・北信越国体
　　少年女子カヤックフォア　４位
　・インターハイ
　　女子カナディアンシングル500m　準決勝７位
　　女子カヤックフォア500m　予選敗退
　　女子カナディアンシングル200m　準決勝６位
　　女子カヤックフォア200m　準決勝９位
　・北信越新人
　　男子カヤックシングル　200m予選敗退
　　　　　　　　　　　　　　　　500m準決勝９位
　　男子カナディアンシングル　200m準決勝９位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1000m予選敗退
【課題】
○　生徒指導
　・自主性を尊重した基本的生活習慣の確立の徹底
　・授業を大切にさせる～そのために～
　　①時間を守らせる
　　②必要なものを机上に準備させる
　　③正しい身なりで受けさせる
○　進路指導
　・情報を全体で共有し、学習指導、進路指導の一助と
    する
  ・正しい自己理解に基づく「強い心」の育み、最後まで
   意欲的に進路に向けて取り組む生徒を育成する
　・総合的な探究の時間等を活用したキャリア教育
　・21世紀を生き抜く有為な人材の育成
○　特別活動
　・部活動、学校行事をとおした学校の活性化
　・生徒の能力（コミュニケーション、プレゼンテーション
    等）の開発

・授業、課題、補習、模試等をとおして、どんな
進路にも必要な基礎学力を定着させる。

・わかりやすく、楽しく、ためになる授業を推進し、授業評価においては「わかりや
すい75％」を目指す。
・年１回以上、授業を公開し合評会を行うとともに、授業改善を図り｢授業力」を高
める。
・生徒の学習時間の充実をはかる。
・読書の習慣を身に付けさせ、図書の貸し出し数を増加させる。
・校外模試等を有効活用し、全国に通用する学力を目指す。

・特色ある教育活動を推進する

昨年度の成果と課題 年度の重点目標 具体的目標

・適切な進路指導と進路保障を推進する。

・入学時の進路希望を、学力を理由にあきらめることのないよう指導する。
・就職を希望する生徒において、一次応募での全員内定を目指す。
・国公立大学への受験・合格を目指す。

・組織的な生徒指導体制を確立する。
・教育活動全体を通じて学校生活における充実
感の向上を図る。

様式第６号の７

学番 48 県立分水高等学校

令和８年度　   学校自己評価表（計画）

学校自己評価

学校運営計画

学校運営方針

・　学校経営の基本方針
  教育目標「高い知性、たくましい心身、豊かな情操を養い、自律協働を実践する人間の育成をめざす」
   ○ 小規模校の強みを生かして、一人ひとりを伸ばす丁寧な指導を行う。
  　１ 学習、部活動、学校行事の調和を目指す学校
　　２ 時間を守り、明るい挨拶を行い、校内美化に努める学校
　　３ 生徒と教師、保護者と教師が信頼と期待でつながる学校
  令和８年度の具体的な目標「確かな学力を養い、豊かな人間力を育てる」
  　１ 授業、課題、補習をとおして、どんな進路にも対応する学力を定着させる。
  　２ 授業、ホームルーム、部活動、生徒会行事等をとおして、自律協働の態度を育てる。

・全教職員の共通理解と協力体制を構築する。
・挨拶の励行、交通事故ゼロを目指す。
・生徒会活動、委員会活動の活性化を図る。
・高校生活満足度90％以上の継続を目指す。

・ホームルーム、部活動、生徒会行事をとおし
て、自律協働の態度を育てる。

・学習指導要領の趣旨に基づき、主体的な生徒会活動を指導する。
・分水ウォークラリーや地域での行事等を通じ、地域に密着した学校づくりを推進
する。
・部活動の活性化を図り、心身を鍛練し、自主性、自律性を育成する。
・生徒会行事や学校行事を通じて、豊かな人間関係の育成を図る。
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評価項目 具体的目標 具体的方策
評
価

評
価

評
価

教務

生徒の可能性を最大限伸ばす教育
計画の立案および円滑な学校運営

読書の習慣を身に付けさせ図書の貸
し出し数を増加させる
図書委員の自主的な活動を促す

教育現場にふさわしい清潔な学習環境になるよう、しっかり清掃に取り組ませる。

生徒の学習時間の充実を図る

保護者、後援会、教職員が綿密に連
絡協力し、生徒の健全な成長と分水
高校の発展を図る

(1)PTA総会等に合わせて授業公開日を設ける。

(2)図書室の活用を促し、書籍の貸し出し数を増やす。

(3)「図書だより」を発行し、グーグルクラスルームでの閲覧を促す。

(3)PTA総会を開き、保護者、教職員の関係を深める。

視聴覚機器を活用し学校行事等を円
滑に行えるようにする

(2)各教科と連携しながら不在時の授業の調整を行う。

(3)学年等と連携しながら、生徒の出席率の向上を目指す。

行事の際、視聴覚機器の準備を視聴覚委員と協力して行い、生徒の自治的能力の育成を
図る。

(2)PTA新聞を年１回発行する。

年１回以上、授業を公開するその機
会を生かして、授業改善を図り「授業
力」を高める

(1)年間行事計画・月暦・時間版編成・教材・奨学金などを適切に立案・調整し実施する。

(2)円滑で支障のない授業・行事の調整・実施および日課・各種庶務の円滑で適切な実施を
する。

(3)各種調査統計の実施と他分掌等への適切な情報提供および広報業務を行う。

(2)PTA総会に合わせ授業公開を行い、参観シートを書いてもらう。それを基に授業改善を図
る。

(4)学年等と連携しながら、家庭での学習機会の定着を目指す。

(1)行事計画の調整・見直しを行い、年間授業時数を確保する。
（年間授業総時数1085時間の確保）

公務員・民間就職達成率１００％を目
指す

就職希望者の企業見学や就職ガイダンスなど積極的な就職活動により、希望者全員の内
定を実現させる。

校外模試等を有効活用し、進路に対
応する学力を目指す

模擬試験データの有効的な活用を図り、データを回覧等することで職員全体で情報を共有
し、今後の学習指導、進路指導の一助とする。

共通テスト受験者が確実に学力をつけるように、進学補習や特別編成授業を実施するととも
に、最後まで粘り強く指導する。

保健業務の運営を行う

清掃の徹底を図る

全校を対象に保健教育を行う。

清掃がしやすい工夫と、清掃用具の定期的な点検を行う。

「進路のてびき」の有効利用を図る。また、生徒・保護者へ進路希望実現に役立つような情
報の提供に努める。

ごみの分別とごみの捨て方等、ルールの徹底を図る。

入学時の進路希望を、学力を理由に
あきらめることのないよう指導する

３年間を見通した進路希望調査に基づき、進路希望を具体化させる。そのために必要となる
情報を進路講演会や進路ガイダンスをとおして提供し、きめ細かな指導に努める。

(1)図書委員会の活動（書籍の貸し出し当番、書籍の整理、図書だよりの作成等）を行わせる
ことで、委員の自治的能力の育成を図る。

(1)PTA研修行事の参加人数向上を目指す。

・ホームルームの内容を充実させる
生徒総会が活発な意見交換の場になるように指導する。

交通講話と薬物乱用防止講話の実施。

生徒に規範意識を身に付けさせ、快適な学校生活が送れるように指導する。

進学補習への積極的な参加を促す。大学等進学希望者には校外模試を必ず受験するよう
に指導する。生徒の基礎学力の向上及び受験に対応できる学力の向上を図る。小論文指
導や面接指導においては全職員の協力を得て、より充実した指導体制にする。

進学達成率１００％を目指す

問題行動(特にいじめ)に対する職員の協力体制を構築する。

貴重品の管理方法を確立して、盗難被害をなくす。

・心身を鍛練し、自主性、自律性を育
成する

部活動への積極的な参加を促し、部活動を活性化させる。

ボランティア活動や委員会活動、社会参加を促し主体性の醸成を図る。

・豊かな人間関係の育成を図る 相談室を担任と生徒の面談に積極的に使えるように、環境を整える。

・挨拶の励行、高校生としてのあるべ
き服装、交通ルールの遵守等社会生
活に不可欠なマナーが身につく指導
を行う

学校生活において、服装・頭髪等の身だしなみの指導を徹底する。

交通安全を心がけさせ、正しい交通マナーを体得させる。

運転免許の無断取得がないよう指導の徹底を図る。

・学習指導要領の趣旨に基づき、主
体的な生徒会活動を指導する

生徒の意見を反映し、よりよい行事を実施する。

生徒会執行部員の自主性を尊重し、積極的な運営状況になるよう指導する。

進路指導

生徒指導

・全教職員の共通理解と協力体制を
構築する

・生徒の的確な状況把握を図る 心の健康観察を実施することで、迅速に生徒の状況を把握するとともに、適切な対応で、重大事態を防ぐ。

2 ページ



・宿題、週末課題等を用い、家庭学習の習慣化を図る。個人面談等を通じて、進路目標を設
定し、学習到達状況を確認しながら支援していく。

・週末課題や提出物を、期限を守って、不備なく提出させる。

「総合的な探究の時間」を通じて地域
理解を深め、本校ならではの「在り
方」や「生き方」を深める教育を推し
進める

・燕市の歴史、文化、経済について学び理解を深める。

・燕市で活躍する人たちの講演を聞き、働く意義や面白さを知る。

・燕市の魅力について考察し、提案、発表をグループで協力して行う。

１学年

基本的な生活習慣と規範・道徳意識
の定着

・登下校時の挨拶、授業と始めと終わりの挨拶等の校内の挨拶を徹底する。

・学校生活における良好な人間関係を構築する。

・校則遵守を徹底する。特にスマートフォンは節度をもって使用する。

基礎学力の伸長と定着

・模試等を有効に利用して学習到達状況の把握を図る。

豊かな心の涵養
（教科の学習以外への積極的参加）

・部活動、生徒会活動、学校行事などへの積極的な参加を促す。

・「総合的な探究の時間」の延長で校外での活動に興味を持たせ、積極的な参加を促す。

２学年

基本的な生活習慣の確立と規範・道
徳意識の定着

登下校時の挨拶、校内での挨拶を徹底する。

学校生活における良好な人間関係を構築する。

総合的な探究の時間を通じて自己の
「在り方生き方」を深める教育を推し
進める

進路探究・・・進路選択のための、資料請求やオープンキャンパスへの参加を促し、生徒の
積極的な活動を支援する。

地域探究・・・企業見学ツアーを実施し、地域の産業等を研究する。就職希望者にはインター
ンシップに参加させ、将来設計等について考えさせる。

修学旅行探究・・・他地域の産業を調べ見学することで、地元産業を深く理解する。平和学習
などの事前学習を行い、生徒が主体的に参加する充実した旅行となるように支援する。

個人やグループでテーマを決めて主体的に探究する学習を行う。

校則遵守を徹底する。特にスマートフォンは節度をもって使用する。

基礎学力の伸張と定着

学期はじめの「基礎力診断テスト」を着実に取り組ませ、学習到達状況の把握を図る。

宿題、週末課題等を用い、家庭学習の習慣化を図る。週末課題や提出物を、期限を守っ
て、不備なく提出させる。

個人面談等を通じて進路目標を設定し、模擬試験を活用し学習到達状況を確認することで
支援していく。

豊かな心の涵養
（教科の活動以外への積極的参加）

部活動、生徒会活動、学校行事などへの積極的な参加を促す。

「総合的な探究の時間」の延長で校外での活動に興味を持たせ、積極的参加を促す。

国語

３学年

卒業にふさわしい学力の育成と学習
習慣の定着

・授業を通じて一層の基礎学力の定着と向上を図る。

・週末課題を中心とした家庭学習を習慣化させる。

ホームルーム活動・学校行事への積
極的参加

・メディアコントロールを意識させ、自己管理能力をつけさせる。

適切な進路指導と進路希望の達成

「総合的な探究の時間」を活用した
「生き方」を深める教育の推進

・各種講座の内容を理解し、社会人に必要とされる常識やマナーを身に付けさせる。

・各種講座の内容を理解し、社会人に必要とされる望ましい人間観、道徳観を育成する。

・進路希望者の進路決定100％を目指す。

・個別面談を通じたきめ細かい進路指導を行う。

・年間計画に基づいて計画的にLHR活動を実施する。

・ホームルーム活動・学校行事を通じた集団活動を充実させ、望ましい人間関係の醸成を図
る。

・進路希望達成のための主体的行動を促す情報を提供する。

・適切な課題により授業の効果を高
める指導の工夫を行う

適切な課題を用いた授業内容を工夫し、生徒が関心・意欲・興味の持てる授業を行う。

関心・意欲を高めるために、外部団体の実施するコンテスト等に積極的に応募する。

・進路実現のための実力養成を図る 長期休業中に進学補習を実施することで、学力の向上と進路実現の達成に資する。

定期考査の不振者に対して、学期毎に補習を実施し、きめ細かい指導に努める。

漢字検定を奨励し、漢字能力を高めるとともに、漢字学習に対する意欲向上を図る。

・55分授業を活用した授業展開を工
夫する

チャイムと同時に授業を開始し、55分の授業時間を充分に活用した授業展開を工夫する。

授業進度や指導内容の確認を担当者間で綿密に行い、授業内容の充実を図る。

教員相互の授業参観を積極的に行い、授業力向上のため助言・指摘を行う。

・学習指導要領に基づき、学力を保
障するシラバスを作成し、授業を実施
する

シラバスに基づいた計画的な授業を展開する。

・学習意欲を引き出し、基礎学力の定
着を図る授業を行う

漢字の小テストなどを定期的に実施し、基礎学力の充実を図る。
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地歴公民

数学

・学習指導要領に基づき、学力を保
障するシラバスを作成し、授業を実施
する

シラバスに基づいた計画的な授業を展開する。

科内で進度の確認や指導内容の情報交換を綿密に行い、個々の授業力の向上を目指す。

・学習意欲を引き出し、基礎学力の定
着を図る授業を行う

授業内容を工夫し、生徒が感心・意欲・興味の持てる授業を行う。

模擬試験前後に補習を行い、進路を意識して学習に取り組むように指導する。

教員相互の授業検討を行い、授業力向上のため助言・指摘を行う。

進学を目指す生徒の基礎力を定着させるための授業を行う。

・55分授業を活用した授業展開を工
夫する

チャイムと同時に授業を開始し、55分の授業時間を充分に活用した授業展開を工夫する。

・適切な課題により授業の効果を高
める指導の工夫を行う

・学習指導要領に基づき、学力を保
障するシラバスを作成し、授業を実施
する

シラバスに基づいた計画的な授業を展開する。

年１回以上、授業を公開し合い評会を行うとともに、授業改善を図り「授業力」を高める。

・学習意欲を引き出し、基礎学力の定
着を図る授業を行う

基礎学力を重視した「分かる授業」を実施する。

・校外模試等を有効活用し、全国に
通用する学力を目指す

大学進学等をめざす生徒に対する授業の実践と個別指導の実施。

教員相互で情報交換を密にして、生徒個々の学力向上を図る。

成績不振者に対して補習や追試を行い、きめ細かい指導に努める。

・学習指導要領に基づき、学力を保
障するシラバスを作成し、授業を実施
する

シラバスに基づき授業を実施する。
年度末にシラバスを見直し、来年度のシラバスを改善する。

準備体操や準備運動、クールダウンのストレッチを主体的に行う。

実技種目や保健のグループワークにおいて互いに協力しあい、自己表現や協調性等を身に
付けられるようにする。

保健体育

適切な課題により授業の効果を高め
る指導の工夫を行う

基礎力の向上を図り、健康の保持増
進に生徒がより関心を持つことのでき
る授業を行う

授業内容を工夫し、生徒が関心・意欲・興味の持てる授業を行う。

理科

・学習意欲を引き出し、基礎学力の定
着を図る授業を行う

ICT機器や演示実験、生徒実験をとおして理科に関心を持たせ、理解を深める。

・適切な課題により授業の効果を高
める指導の工夫を行う

適切な課題を用いて授業内容を工夫することで、生徒が関心・意欲・興味の持てる授業を行
う。

学習指導要領に基づいたシラバスを
作成し、授業を実施する

シラバスに基づいた計画的な授業を展開する。

教員相互の授業参観を行い、授業力向上のため助言を行う。

ICT端末を活用し、課題を明確に捉え
解決に向けて主体的に取り組む授業
を展開する

練習や試合の様子を撮影した動画等から課題を見つけ出し、克服するための方法をグルー
プで話し合ったり、各種HPから情報を集めて活用する。

基礎体力の向上や心と体の健康の保持増進について生徒が自ら行動できる授業を行う。

模試や共通テストを考慮した課題を用いた授業、補習を行うことで、学力向上と進路実現の
達成に資する。

成果

総合評価

担当者同士の情報交換を密にし、効果的な授業を目指す。

・適切な課題により授業の効果を高
める指導の工夫を行う

週末課題を出すことによって、授業の定着度や実力養成を図る。

模擬テストに対応するため、過去問を使った事前の補習を行う。

資格試験を年２回校内で実施し、自分の英語力を客観的に評価させるとともに上級レベル
に挑戦させる動機付けとする。

英語
・55分授業を活用した授業展開を工
夫する

チャイムと同時に授業を開始する。

・学習意欲を引き出し、基礎学力の定
着を図る授業を行う

小テスト（単語、リスニング）を定期的に行い、基礎学力を定着させる。

英語学習につまずいた生徒に対して補習を行い、適切にフォローする。

単元別テストやパフォーマンステストを計画的に行い、４技能をバランス良く評価する。

・学習指導要領に基づき、学力を保
障するシラバスを作成し、授業を実施
する

短いスパンの授業計画や評価方針を示しながら計画的に授業を行う。

適切な考査や課題を用意し、各自が何を身に付けるべきかを明確にすることで、学習の効
果を高める。

・適切な課題により授業の効果を高
める指導の工夫を行う

単元ごとや定期テスト前などに、諸々の課題に取り組ませ学力の定着を図る。

・55分授業を活用した授業展開を工
夫する

チャイムと同時に授業を開始し、55分の授業時間を充分に活用した授業展開を工夫する。
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